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○概要

簡易かっ迅速な測定が可能である複数元素の同
時計測が可能な農作物の蛍光X線 分析,有 機成

分の情報が取得可能な赤外分光法,農 作物表面
の色彩情報解析,さ らにはフィール ドサーバー

を核 としたマルチセンシングシステム構築に関

する研究を行っている。

hasimoto@bio.mie-u.acjp

○研究成果の背景 と内容

農作物の栄養i状態把握に関する研究は盛んに行われているが,い ずれも栽培現場に対応 したも
のではない。そこで,現 在注 目を集 めている手法が光センシングによる測定である。光による

測定では農作物を非破壊的,簡 易,迅 速な測定が可能なため,栽 培現場での農作物の栄養情報
を正確に把握す る可能性があると考えられる。本研究では,元 素情報の取得が可能である蛍光X

線分析,有 機成分の測定が可能である赤外分光分析,色 彩画像解析に着 目し,農 業現場での活
用を目指している。

○研究成果の特徴
・葉中元素の分光情報 と葉中元素含量関係 より,蛍 光X線分析による葉中元素含量の把握の可能
性
・栽培条件が農作物に及ぼす影響を蛍光X線分析 と赤外分光法により把握す る可能性
・農作物の分光情報に基づいた特徴的な品種の特定の可能性
・農作物の分光情報 と色彩情報の併用による栄養情報把握の可能性

○発表論文(主 要なもの)
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図1コ ー ヒー栽培現場 における赤外分光計測



赤外分光法を援用 した食品の味覚関連情報計測
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○概要

赤外分光法 を援用 し,食 品中の各 成分の指 紋情

報 を ピックア ップ と,複 数成 分の相互作用 を

解析す るこ とによ り,味 覚関連情報 の抽 出を試
み ている。具体的 には,コ ー ヒーの原産地

識別,ワ イ ンのブ ラン ド識別,さ らには味見 ロ
ボ ッ ト等 の開発 を行 ってい る。

hasimoto@biomie-u.acjp

○研究成果の背景と内容
[

味覚に影響を与える要因 として食品中の化学成分があり,化 学成分を客観的に評価すること
が,安 定 した食品の味覚評価,生 産,お よび供給にっながる。そこで,複 数成分の同時計測,

定性,お よび定量の可能性 を有 し,成 分の相互作用を把握できる赤外分光法が注目されてい
る。本研究室では,代 表的な嗜好食品に着 目し,各 主要成分の赤外分光特性 を把握す るととも
に,そ の銘柄の識別の可能性などに関して研究している。

○研究成果の特徴
・食品の指紋情報が取得,蓄 積できる
・非破壊かっ リアルタイムな食品情報の取得が可能

・食品成分の相互作用を把握でき,複 数成分の同時計測,お よび定性,定 量が可能
・味見ロボッ トや ソムリエ ロボ ッ トの開発

○ 関 連 特 許 情報

騨特 願2005-237202 、 出願2005年8月18日,「 食 品の味覚情報 の取得方法」
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含油廃棄物の簡易な微生物処理
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○概要

含油廃棄物(廃 棄食品,厨房排水,BDF精 製プロ
セス排水な ど)の リサイクル及び環境負荷低減

を目指 し,これ らを効率的に微生物処理す る
手法の開発 を行った。

suehara@bio,mie-u.acjp

○研究成果の背景と内容

廃棄マヨネーズなどの高含油食 品廃棄物,食 品加エプロセスや飲食店か らの含油排水,さ らには
BDF精 製プロセスより排出 され る排水は,微生物が分解 しに くい油を多く含んでお り,そのまま環

境中に放出す ると環境負荷(リ スク)が 高い。また下水処理場などの微生物処理プロセスの機
能を低下させ る場合がある。そこで 排出源(現 場)で 容易に(専 門知識を要しない)分 解処理
が可能なシステムを構築すべ く,さまざまな微生物学的検討 と装置の工夫な どを行 った。

○ 研究成果 の特徴

・家庭用 コンポス ト化装 置 を用 いた廃油の高速 コンポス ト化

・グ リース トラ ップ内での浮上分離廃油分解 システム
・曝気槽 を用 いたシ ンプルなBDF精 製排水処理 システムの開発

・よ りシンプル な処理 システ ムの開発(研 究予定)

○発表論文(主 要なもの)
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